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令和８年度 荒川区立第三中学校 学校経営方針・計画

２  

人間尊重の精神に基づき、校訓「人間としてかがやく」をめざし、知性

と感性に富み、健やかでたくましく生きる生徒を育成する。 

１  

人間としてかがやく
３  (1) 学ぶことに興味・関心を抱く生徒 

 (2) 人前で自分を語れる表現力・発信力を身に付けた生徒 

 (3) 生徒会の一員として、委員・係・当番としての責任を果たす生徒 

 

 

 

① 多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自分の

考えを正確に伝えることができる力。 

② 他者と協力・協働して社会に参画し、今後の社会を積極的に形

成することができる力。 
 
ｱ）UD の視点から特別の教科「道徳」における「深い思考と議論」

をテーマとした教育研究を進める。 

ｲ）インクルーシブ教育の理解と深化を図り、相互尊重や思いやり

を大切にして、人間関係を構築する学びの充実を図る。 

ｳ）探究的な学習を通して、社会的な考え方を身に付け、弁論大会

の機会で主張と相互理解を図る年間を通した学びを進める。 

ｴ）情報モラル教育を推進し、正しい対話や協働の理解を深める。 

４  

社会を構成する一員としての自覚を育む 

質の高い教育により、 
社会人としてふさわしい 
「資質・能力の基盤」を 
育成する 

 

 

 

⑤ 様々な課題を発見・分析し、必要・有益・正確な情報を見極め、

適切な解決手段を考え、行動変容することができる力。 
 
ｱ）「理解していること・できることをどう使うか」「どのように社

会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」について自己分析

ができる授業を展開する。 

ｲ）「他者と対話する授業」、「討議・議論する授業」、「協働により新

たな自分と向き合うことができる授業」の実践を推進する。 

ｳ）体験を通して、課題とその解決をめざす学びの機会を設定する。 

ｴ）図書館機能を活用し、読書活動や情報収集活動を充実するとと

もに、タブレットＰＣなどの ICT 機器を活用した学びの幅を広

げ、創造的な学びを実現する。 

 

 

 

③ 自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」につ

いて、社会との相互関係を保ちつつ、自己の可能性を肯定的に

受け止め、主体的に行動する力。 

④ 自らの思考や感情を律して生涯にわたってすすんで学び続け

ようとする力。 
 
ｱ）指導と評価の一体化を深化させ、自己評価による学びの達成感

を獲得し、次の学びにつなげる学習を充実させる。 

ｲ）各教科の特性を最大限に生かし、生徒一人ひとりに適する個に

応じた学力伸長をめざす学習指導を進める。 

ｳ）能動的に学びに臨む授業の改善を進め、学びの獲得に参画する

生徒の声がより響く授業展開をめざした改善を進める。 

 

 

 

⑥ 「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべき様々な立場や

役割との関連を踏まえて、多様な生き方に関する価値を理解

し、自ら主体的に判断して人格を形成していく力。 
 
ｱ）あいさつや好ましい言語環境の向上を通して、コミュニケーシ

ョン能力を高め、関わりと活躍の機会を充実させる。 

ｲ）JRC 活動と地域防災活動を軸としたボランティア活動の充実

を図り、地域との関わりに対する意識を高める。 

ｳ）職場訪問、勤労留学をはじめとして、体験を通して社会性や専

門性に触れ、自らの進路を考える学びを深める。 

ｴ）生徒会活動、行事、部活動など多様な他者と関わる機会を充実

させ、積極性を伸ばし、自分らしさを磨く教育活動を展開する。 

５  

一人一人の生徒を 
大事にする を根底として 
いじめ問題の被害生徒・加害生徒 

認知の偏りのある生徒 

障がいのある生徒 

食物アレルギーのある生徒 

登校が困難な生徒 

要保護児童   などに適切な対応をとる。 

６  

ｱ）主幹教諭を中心に、分掌主任、学年主

任・学級主任を軸とした協働体制を深化

させる。 

ｲ）教育活動の見える化による理解深化

と、学校運営協議会・町会など地域との

連携を進め、地域とともに教育活動を充

実させる。 

ｳ）校内の専門職や外部機関、外部人材の

活用を進め、組織の多様性を高める。 

ｴ）互いに授業を見合ったり、外部研修へ

参加をしたりする機会を推奨し、授業力

の向上をめざす。 

ｵ）部活動の地域連携の効率性を高め、生

徒と向き合う時間の確保を進める。 

ｶ）各分掌や教科において、  

調査や検査の数値を分析し、 

検証を踏まえた改善を進める。 

ｷ）高所の危険な作業や服務事故を未然に

防止し安心で安全な環境の向上を図る。 

令和８年４月１日 


